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第 1平面と第 2平面のなす角度を a12とします。同様に第 1平面と第 3平面は， a1s, 第 2平
面と第 3平面は a23なる角度をなすとします。 そしてこれらの角度の間に，次の関係を仮定し
ます。
a23 =a13 (1 -a) +a,2 
もし，パラメーター8が零であるならば， 3平面は一本の直線上で交わります。また a13=Q
となる場合には第 3平面と第 1平面は重なります。結局 S=0及びa13= 0は連立一次方程
式において解不定の場合に相当します。







いる "SLNEQ2" に対する検査結果です。入カデータは N=3, E =1. OE-10としてありま
す。方程式の未知数の係数および定数の行列 A (N, N+  1)は前述のように系統的に作られた
ものを入力します。ただし， ここでは襄の解は X=l, Y=2, Z=3です。図の横軸は a13
の大きさをラジアンで示しました。縦軸は a13の各々の場合に対する出力結果の誤差です。両
軸とも 10を底とする対数で目盛をとってあります。 S=l0-1, 10-• 及び 10-s に対する場合の
各々の誤差は実線，破線及び一点鎖線で示しました。
図中「R」で示されてあるものは INDER=1の出力があったものです。 (INDER=lは対角
要素の絶対値がEより小さくなった場合に出力されます。） INDER= 0 の場合は「•」で図
に示してあります。この場合，出力された解は正しいものと信じざるを得ません。
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